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町長選不出馬を表明

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
同
意

そ
　
の
　
他

人
権
擁
護
委
員
添
田
正
博
氏
の
任
期
が
平
成
18
年
３
月

31
日
付
で
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、
同
氏
の
再
推
薦
に
つ
い

て
意
見
を
求
め
ら
れ
、
議
会
は
推
薦
に
同
意
し
ま
し
た
。

次
の
３
件
に
つ
い
て
、
議
会
は
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。

○
福
岡
県
自
治
振
興
組
合
を
組
織
す
る
市
町
村
数
の
増
減

○
福
岡
県
市
町
村
災
害
共
済
基
金
組
合
を
組
織
す
る
市
町
村
数

の
増
減

○
福
岡
県
中
間
市
外
２
ヶ
町
山
田
川
水
利
組
合
規
約
の
一
部
を

改
正
す
る
規
約
に
関
す
る
協
議

篠

町
長
は
、
12
月
定
例

会
３
日
目
の
冒
頭
、「
私
は

次
の
町
長
選
に
は
出
馬
を
し

な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

そ
の
理
由
は
、
私
の
体
調

不
調
、
健
康
上
の
問
題
で

す
。」
と
表
明
さ
れ
た
。

事
件
の
経
緯
及
び
結
果

平
成
12
年
11
月
17
日
、
福

岡
県
教
職
員
組
合
直
方
鞍
手

支
部
の
剣
南
小
分
会
が
、
組

合
員
加
入
勧
誘
を
目
的
と
す

る
オ
ル
グ
活
動
の
た
め
の
分

会
会
議
を
、
南
小
学
校
で
開

催
す
る
た
め
、
学
校
長
に
学

校
施
設
の
使
用
許
可
申
請
を

提
出
し
た
が
、
不
許
可
と
さ

れ
た
。

平
成
13
年
５
月
29
日
、
組

合
は
組
合
活
動
に
支
障
が
生

じ
た
と
し
て
、
損
害
賠
償
請

求
事
件
の
訴
状
が
、
鞍
手
町

を
被
告
と
し
て
、
福
岡
地
裁

に
提
出
さ
れ
た
。

平
成
14
年
６
月
25
日
の
一

審
判
決
で
は
、「
学
校
警
備

に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
で
本

件
不
許
可
処
分
が
裁
量
権
の

逸
脱
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」

と
の
鞍
手
町
勝
訴
の
判
決
が

出
る
。

平
成
16
年
１
月
20
日
の
二

審
で
は
逆
に
、「
校
長
が
組

合
に
対
し
警
備
上
の
問
題
点

を
具
体
的
に
説
明
し
な
い
で

学
校
施
設
の
使
用
を
不
許
可

と
す
る
、
本
件
不
許
可
処
分

は
裁
量
権
逸
脱
、
乱
用
し
た

と
し
て
、
違
法
と
言
わ
ざ
る

を
え
な
い
」
と
鞍
手
町
敗
訴

の
判
決
が
出
る
。

平
成
16
年
１
月
30
日
、
教

育
委
員
会
を
開
催
し
、
二
審

の
判
決
を
不
服
と
し
て
最
高

裁
に
上
告
す
る
こ
と
を
決
定

す
る
。

平
成
17
年
11
月
11
日
上
告

棄
却
の
判
決
が
出
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
今
12
月
定

例
会
で
損
害
賠
償
金
24
万
６

千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

今
後
、
学
校
施
設
の
使
用

に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会

規
則
と
し
て
管
理
規
定
の
整

備
を
行
い
ま
す
。

添田　正博 氏（70歳）
住所　古門850番地

3期目

福
教
組
損
害
賠
償
請
求
事
件

篠

彌
榮
氏
（
74
歳
）

初
当
選

平
成
６
年
４
月
17
日

当
選
回
数
　
　
３
回

篠　　彌榮　町長

行政報告
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第６回臨時会

第７回臨時会

町
職
員
の
給
与
減
額
案

減
額
案
を
否
決

再
提
出
さ
れ
て
可
決

今
回
の
人
事
院
勧
告
に

よ
り
、
一
般
職
の
職
員
の

給
与
表
を
４
月
に
遡
り

０
・
３
％
引
き
下
げ
、
配

偶
者
に
係
る
扶
養
手
当
に

つ
い
て
も
現
在
の
１
３
５

０
０
円
か
ら
１
３
０
０
０

円
に
５
０
０
円
引
き
下
げ

ま
す
。
ま
た
、
勤
勉
手
当

に
つ
い
て
は
逆
に
、
民
間

の
支
給
率
に
見
合
う
よ
う

に
０
・
０
５
カ
月
分
を
引

き
上
げ
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
職
員
年
間
収
入
は
、
平

均
で
１
０
０
０
円
程
度
の

減
収
と
な
り
ま
す
。

こ
の
改
正
に
よ
っ
て
、

一
般
会
計
で
は
、
７
９
３

万
円
の
予
算
減
額
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

臨
時
会
が
平
成
17
年
11
月

28
日
に
開
催
さ
れ
、
人
事
院

勧
告
に
伴
う
一
般
職
の
職
員

の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の

改
正
議
案
を
審
議
し
ま
し

た
。審

議
の
結
果
、
当
町
職
員

の
給
与
水
準
が
県
下
83
自
治

体
中
77
番
目
の
位
置
に
あ
る

当
町
は
こ
れ
か
ら
厳
し
い
行
財
政
改
革
の
必
要
性
に
迫

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
は
志
気
が
高
く
、
優
秀
な
職

員
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
、
当
町
の
職
員
給
与
は
、
ラ

ス
パ
イ
レ
ス
91
・
８
、
県
下
83
市
町
村
中
77
番
目
と
低
い

水
準
に
あ
り
、こ
れ
で
は
優
秀
な
職
員
の
確
保
も
難
し
く
、

住
民
福
祉
の
向
上
も
ま
ま
な
ら
な
い
。
以
上
の
理
由
か
ら

職
員
給
与
を
引
き
下
げ
る
議
案
に
反
対
す
る
。（

香
原
　
暹
）

こ
と
、
ま
た
職
員
労
働
組
合

と
の
労
使
間
協
議
が
合
意
に

至
っ
て
い
な
い
こ
と
を
主
な

理
由
と
し
て
、
反
対
10
人
、

賛
成
５
人
で
否
決
し
ま
し

た
。こ

れ
に
よ
り
、
町
長
は
条

例
改
正
に
伴
う
補
正
予
算
を

撤
回
し
ま
し
た
。

町
当
局
は
前
回
の
臨
時
会

で
指
摘
の
あ
っ
た
職
員
労
働

組
合
と
の
協
議
を
終
え
、
12

月
１
日
に
再
度
臨
時
会
を
開

催
し
、
同
議
案
を
再
提
出
し

ま
し
た
。

議
会
は
こ
の
議
案
を
審
議

の
結
果
、
賛
成
13
、
反
対
２

で
可
決
し
ま
し
た
。

○
補
正
予
算

す
べ
て
の
会
計
が
条
例
の

改
正
に
伴
う
も
の
で
あ
る
の

で
、
議
会
は
賛
成
13
、
反
対

２
で
可
決
し
ま
し
た
。

条
例
改
正
の
内
容

公
務
員
の
賃
下
げ
が
、
民
間
労
働
者
の
賃
金
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

当
町
の
職
員
の
給
与
は
、
他
の
自
治
体
に
比
べ
か
な
り

低
い
水
準
で
、
ま
た
毎
年
の
よ
う
に
賃
下
げ
が
続
き
、
苦

し
い
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
ま
す
。
職
員
の
暮
ら
し
、
健
康

を
守
る
こ
と
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
自

治
体
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
く
る
の
で
、
今
回
の
給
与
引

き
下
げ
に
反
対
し
ま
す
。

（
松
本
典
子
）

人
事
院
勧
告
は
、
公
務
員
の
ス
ト
権
を
与
え
な
い
代
わ

り
に
人
事
院
が
民
間
企
業
の
賃
金
、
物
価
指
数
等
を
勘
案

し
て
勧
告
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
が
公
務
員
の
給
与
形
態

を
確
保
す
る
も
の
で
、
民
間
企
業
と
の
格
差
を
是
正
す
る

唯
一
の
解
決
方
法
で
す
。

よ
っ
て
、
今
後
労
使
の
協
調
路
線
を
お
願
い
し
て
、
こ

の
条
例
改
正
に
賛
成
の
討
論
を
し
ま
す
。

（
日
高
直
幸
）

反
　
対
　
討
　
論

賛
　
成
　
討
　
論

反
　
対
　
討
　
論
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追　跡 どうなったあの質問

大
牟
田
リ
サ
イ
ク
ル
発
電

所
は
、
平
成
14
年
12
月
に
稼

動
し
、
平
成
16
年
に
処
理
委

託
料
を
約
50
％
大
幅
値
上
げ

を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

今
回
さ
ら
に
値
上
げ
案
を
提

出
し
ま
し
た
。

こ
の
値
上
げ
が
実
施
さ
れ

る
と
、
参
加
組
合
、
市
町
村

と
も
財
政
状
況
が
厳
し
い

中
、
か
な
り
の
負
担
と
な
り

ま
す
。

そ
こ
で
、
７
月
25
日
に
参

加
21
市
町
村
長
が
県
知
事
に

対
し
、
財
政
支
援
要
請
を
行

い
ま
し
た
。

12
月
２
日
に
は
、
参
加
組
合

（
９
組
合
）
の
組
合
議
会
議

員
１
２
０
名
が
大
牟
田
リ
サ

イ
ク
ル
発
電
（株）
、
電
源
開
発

（株）
、
福
岡
県
の
３
者
に
対
し

て
、
左
記
要
請
書
に
よ
り
、

「
処
理
委
託
料
」
値
上
げ
の

反
対
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

大
牟
田
リ
サ
イ
ク
ル
発
電
の

「
処
理
委
託
料
値
上
げ
」
反
対
行
動

大牟田リサイクル発電所

値
上
げ
に
反
対
す
る

要
請
書

１
、「
Ｒ
Ｄ
Ｆ
処
理
委
託
料

５
０
０
０
円
／
Ｒ
Ｄ
Ｆ
ト

ン
」
を
３
年
程
度
で
倍
額

改
定
す
る
の
は
容
認
で
き

な
い
。

２
、
Ｒ
Ｄ
Ｆ
搬
入
計
画
量
の

減
少
に
よ
る
増
額
改
定
は

容
認
で
き
な
い
。

３
、
未
完
成
な
プ
ラ
ン
ト
に

要
す
る
経
費
負
担
は
、
発

電
所
建
設
に
携
わ
っ
た
当

事
者
に
負
担
を
求
め
る
べ

き
で
あ
る
。な

ど
全
５
項
目

配食サービスの拡充を
配食サービスの拡充は、高齢者にとって日常生

活の質の向上と、充実した人生を送るために必要
な事業である。町老人保健福祉計画の中で、どの
ように取り組むのか。

（平成12年12月定例会）

実施検討協議会で検討中
実施に向け具体的なサービスの検討を実施検討

協議会で行っています。

「食の自立支援事業」として実施
平成16年8月から高齢者のみの世帯を対象に、

毎週火曜日と木曜日の夕食を、1食300円で配食し
ています。

ＲＤＦ型処理施設建設に疑問
ダイオキシン規制法や処理施設の老朽化などで

時間の制約はあるが、環境対策や町民負担軽減の
ため、十分な論議が必要ではないのか。

（平成12年12月定例会）

組合議会で承認し、地元も合意
平成10年3月、宮田町外三町施設組合定例議会

で承認されており、諸問題についても地元とほぼ
合意にいたっているので、現時点での建設中止は
難しい。

委託料値上げに反対
委託料値上げ案が浮上しており、住民に転嫁さ

せないため、県知事に対し財政支援を要請。

町長答弁

町長答弁

現在は

現在は




